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令和５年度　　学校評価結果報告書　
                                             四国中央市立川之江南中学校

　　生徒４２１人（１年１３３　２年１３６　３年１５２）　　　保護者２２３人　　　　教職員２９人

△は昨年度２学期よりアップ　▼は昨年度２学期よりもダウン　【Ａ評価は８０％以上　Ｂ評価は７０％～７９％　Ｃ評価は６９％以下】　　　　　　　　　　　　　　　　　

№
分
類

評　　　価　　　項　　　目
肯　定　的　評　価 総合

判定
達成状況

分析・考察（〇）
課題（●）

具体的改善方策 学校関係者評価

1

学
校
の
姿
勢

南中は楽しく生活できる。 A 良好

〇「楽しく生活できる」
「安心して学べる」「生
き生き活動」が概ね良好
であることから、教職員
が協力し合い、生徒のた
めに日々努力してる結果
が現れている。

●「安心して学べる」の
評価が昨年度に比べ、三
者とも下がっている。特
に教員の評価が顕著に下
がっているのは、危機感
を抱いているためと考え
られる。

〇生徒の日々の活動の様
子が分かりやすいように
工夫して、ホームページ
を作成してきた。保護者
の方からは、分かりやす
いと好評を得ている。

〇創立 60周年の年とし
て、体育祭など生徒が中
心となって取り組んだこ
とが、生徒の充実感の向
上につながったと考えら
れる。

〇年度当初に、再度課題
点を洗い出し、教職員で
共有し、具体的な対策を
立て、チームとして安
心・安全な学校づくりが
行えるような組織づくり
を行う。

〇学校行事だけでなく、
様々な活動で生徒主体の
取組が図れるように、生
徒とともに検討する。

〇環境整備については、
引き続き市教委とも連携
して改善を図っていく。

〇ホームページの活用方
法を検討し、より効果的
な情報発信ができるよう
に工夫する。また、コ
ミュニティー・スクール
の応援ボランティアの
方々への連絡方法につい
ても検討していく。

〇学校行事を通して、生
徒達の真剣さを感じた。
生徒たちは、行事を行う
中で成長し、自信を付け
ていると感じる。

〇生徒が安心して楽しく
学校生活をすることがで
きているようで、大変う
れしい。

〇行事を通して生徒たち
の生き生きとした姿を見
て成長を感じた。日々の
先生方の指導のおかげで
あると思う。

2 南中は安心して学べる。 A 概ね良好

3
南中で生徒は生き生き活動して
いる。

A 良好

4
南中は教室や廊下など、学ぶ
環境が整備できている。

Ｂ
改善が必

要

5
南中は便りやホームページで
積極的に情報発信している。

A 良好

6
学校行事（体育祭、修学旅行、
文化祭など）は適正である。

A 良好

7

教
員
の
取
組

先生は、温かい学校づくりに取
り組んでいる。

A 良好

良好

〇学級担任を初め、教員
は生徒一人一人に細かな
配慮を心掛けて、日々の
教育活動に取り組んでい
る。また、家庭訪問など
を適時行い、保護者との
つながりも大切に教育活
動を実践していると考え
られる。

●生徒理解について、生
徒の評価が昨年度に続
き、若干低下している。
若年教員も多く、丁寧に
生徒に関わっているが、
指導方法等に課題がある
と考えられる。

〇教職員のマナーについ
て、保護者の評価が大き
く向上している。日頃よ
り、丁寧な応対を意識し
て保護者と関わってきた
結果と考えられる。

〇生活アンケートや日頃
の日記指導だけでなく、
常に生徒の様子に気を配
り、相談活動などを適切
に行う。また、情報を教
員間で共有し、迅速に対
応できる体制づくりを行
う。

〇若手教員が中心とな
り、ＩＣＴ機器の活用方
法などの研修を行い、デ
ジタルとアナログのベス
トミックスを考えた、よ
く分かる楽しい授業づく
りに努める。また、手法
や資料などの共有を図
る。

〇保護者や生徒の思いや
願いに寄り添った部活動
経営に努める。また、生
徒への言葉遣いなどを見
直し、適切な言葉掛けが
できるよう心掛ける。

〇生徒指導提要の職員研
修を行い、生徒・保護者
との関わり方について考
える。

〇学校が校長先生を中心
に、生徒が主体的に物事
を考え成長できる仕掛け
をたくさんしていること
に感心している。

〇生徒の現状をしっかり
把握して、目標設定が行
う。目指す生徒像が達成
できていれば、ほめて伸
ばす。そうしたことがよ
くできていると思う。

8 先生は、生徒を理解している。 A 概ね良好

9
先生は、よく分かる授業を提供
している。

A

10
先生は、困ったことや相談ごと
に適切に対応している。

A 良好

11
先生は、部活動に熱心に取り組
んでいる。

A 良好

12
南中の教職員は、電話や懇談
などでマナーを心得ている。

A 良好



教員 生徒 保護者

79%▼ 91%▼ 90%

Ｂ A A

70%▼ 91%▼ 91%△

Ｂ A A

75%▼ 96%▼ 79%△

Ｂ A Ｂ

60%▼ 87%▼ 7１%▼

C A Ｂ

29%▼ 82%△ 77%△

C A Ｂ

68%▼ 90% 74%▼

Ｂ A Ｂ

92% 95%△

A A

61%▼ 97％△ 97%▼

C A A

86%▼ 91%△ 92%△

A A A

71%▼ 93%△ 94%

Ｂ A A

75%▼ 62%△ 57%△

Ｂ Ｃ Ｃ

64%▼ 61%△ 57%△

C Ｃ Ｃ

82%▼ 88% 86%△

A A A

75%▼ 87% 80%▼

Ｂ A A
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13

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

生徒はあいさつを頑張ってい
る。

A 概ね良好

〇地域の方からは、挨拶
が良くできるとお褒めい
ただくことが多い。校外
でも挨拶がしっかりでき
ていると考えらる。

●挨拶について、特に教
員は、以前に比べて、生
徒の意識が下がってきて
いると感じている。

●いじめに関する項目
で、三者とも下がってい
る。生徒間のトラブルが
増加していると考えら
れ、喫緊の課題と考えら
れる。

〇課題や用具の準備につ
いては、保護者、生徒と
もに向上している。特に
生徒は意識して家庭学習
や学習準備を行うように
なってきたと考えられ
る。

●課題や用具の準備につ
いて、教員の評価がかな
り低い。教員と生徒、保
護者の評価が大きく異な
る。教員の意識が高いと
も考えられるが、評価の
考え方の共通理解を図る
必要がある。

●交通安全についても、
教員と生徒、保護者の評
価が大きく異なる。今年
度、自転車による接触事
故が多かったことも原因
と考えられる。

〇地域からの声など、良
いところはしっかりと生
徒に伝えるとともに、教
員自ら生徒に挨拶をしっ
かりと行い、生徒の意識
向上に努める。

〇年度初めに、学校いじ
め防止基本方針を再確認
し、いじめの未然防止、
早期発見、早期解決に努
める。また、生徒の様子
に気を配り、チームとし
て丁寧に生徒と関わって
行けるよう心掛ける。

〇教科主任や学力向上推
進主任、研修主任、教務
主任と連携を図り、定期
的な教科会や校内研修を
実施して授業の改善に努
める。

〇課題の適切な量や内容
を、教科会等で検討し改
善する。また、個に応じ
た課題の提出方法を特別
支援教育コーディネー
ターなども交えて検討す
る。

〇自転車の乗り方や交通
マナーについて、常任委
員会とも連携し、生徒主
体で安全意識の向上につ
ながる活動を計画、実施
する。

〇登校の見守りをしてい
るとき、生徒の方から挨
拶があり感心している。
後方からでも元気な声が
聞こえて、うれしくな
る。

〇中学校は暗くて少し近
寄りがたいイメージを
持っていたが、生徒も笑
顔で挨拶も大きな声でで
きるので入りやすく感じ
る。

〇普段の学校生活の様子
を見る機会が増えると、
より深く学校のことを理
解できるようになる。

14
名前を呼ばれたとき「ハイ」の返
事ができる

A 概ね良好

15 履物をそろえることができる A 概ね良好

16
いじめはなくなってきた（いる）と
感じる。

Ｂ
対策が
必要

17
生徒は学習用品や宿題忘れが
ない。

Ｂ
対策が
必要

18 生徒は授業に満足している。 Ｂ
改善が
必要

19
生徒は朝食を摂って登校してい
る。

A 良好

20
生徒は交通ルールを守ってい
る。

Ｂ
概ね良好
だが課題

もあり

21

保
護
者
と
し
て
の
役
割

保護者は、学校の教育方針を
理解している。

A 良好

課題はあ
るが、参加

率は上
がってきて

いる

〇コロナ禍が過ぎ、ＰＴ
Ａ活動も以前と同様にで
きるようになった。その
ため、徐々に参加率も向
上してきている。また、
ＰＴＡ役員の方々をはじ
め、専門部員の方々が積
極的に協力してくださっ
ている。

〇地域の行事も再開し、
ＰＴＡ活動と同じく徐々
に参加率が上がってきて
いる。

〇参観日や各行事では、
人数制限もなく開催する
ことができた。そのた
め、多くの保護差の方に
生徒の活動の様子を見て
いただけた。

〇町民運動会やふるさと
祭りの手伝いを中学生が
行い、喜ばれ、地域の大
人と関わる場面が増え
た。

●教員の視点と生徒や保
護者の視点が大きく異な
る。

〇今後も、保護者や地域
と連携を密に図り、より
生徒が楽しい学校生活を
送れるよう協力体制を築
いていく。

〇広報誌やＨＰを活用
し、ＰＴＡ活動の様子を
積極的に発信していくこ
とで、ＰＴＡ活動への参
加を促していく。

〇公民館と連携し、中学
校として地域行事へどの
ような形で協力すること
ができるのか検討してい
く。

〇公民館からの掲示コー
ナーをより有効活用でき
るように検討する。

〇ＩＣＴ機器などの活用
も含め、現代に合った資
料の配布方法なども検討
する。また、ＨＰや保護
者メールを有効に活用す
る。

〇コロナ禍が過ぎ、多く
の学校行事に参加するこ
とができ、子どもの様子
がよく分かった。

〇年に１回程度、５つの
小学校校区が合同で学校
運営協議会を開催するこ
とができれば、学校と地
域が更につながっていけ
ると思う。

〇拡大学校運営協議会
で、中学生や保護者と協
議する機会が持てること
は良いことだと思うの
で、継続してほしい。

22
保護者は、子どもとのコミュニ
ケーションをしっかり取ってい
る。

A 概ね良好

23
保護者は、PTA活動に積極的
に参加している。

Ｃ

Ｃ

課題はあ
るが、参加

率は上
がってきて

いる

25
保護者は、授業参観に積極的
に参加している。

A 良好

26
保護者は、学校・学年・学級便
りや連絡文書をよく読んでい
る。

A 概ね良好

24
保護者は、地域の行事に子ども
と一緒に参加している。


